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と
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携
推
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こ
の
た
び
医
学
研
究
科
長
・

医
学
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
平

成
22
年
10
月
１
日
よ
り
そ
の

任
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
湊
長
博

で
ご
ざ
い
ま
す
。
就
任
に
あ

た
り
、
芝
蘭
会
員
の
皆
さ
ま

方
に
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

私
は
本
学
医
学
部
昭
和

50
年
卒
で
、
当
時
の
胸
部
疾

患
研
究
所
内
科
で
２
年
間

の
初
期
研
修
後
た
だ
ち
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
医
科
大
学
免
疫
学
教
室

（B
.R

.B
loom

教
授
）
へ
留

学
し
ま
し
た
。B

loom
教

授
に
は
リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
ー

ト
（
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ド
ク
）
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
大
学
院
を
経
ず

学
位
も
な
い
身
分
で
無
茶
と

い
う
よ
り
「
非
合
法
」
と
い

う
べ
き
も
の
で
す
が
（
も
う

時
効
だ
と
思
い
ま
す
）、
全
く

自
由
に
研
究
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
３
年
間
の
研

究
生
活
の
後
、
自
治
医
科
大

学
膠
原
病
内
科
（
高
久
文
麿

教
授
）
に
お
招
き
い
た
だ
き
、

12
年
間
臨
床
現
場
で
診
療
の

か
た
わ
ら
細
々
と
研
究
も
続

け
て
き
ま
し
た
。
平
成
４
年

に
本
医
学
部
に
戻
り
免
疫
研

究
施
設
（
中
西
重
忠
教
授
）

の
免
疫
部
門
（
当
時
）
を
担

当
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
以

後
大
学
院
重
点
化
に
と
も
な

う
医
学
研
究
科
感
染
免
疫
学

講
座
へ
の
配
置
換
え
（
平
成

７
年
）
を
経
て
現
在
に
至
って

お
り
ま
す
。
ま
が
り
な
り
に

も
臨
床
と
基
礎
の
両
方
の
世

界
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
本
医
学
部
の

現
況
と
問
題
点
、
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
る

と
こ
ろ
を
簡
単
に
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
学
医
学

部
の
現
在
と
将
来
を
考
え
る

上
で
最
も
重
要
な
軸
は
、
百

有
余
年
の
歴
史
に
培
わ
れ
て

き
た
京
大
医
学
部
の
「
理

念
」
を
支
え
て
い
く
「
人
材
」

と
「
組
織
」
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
百
周
年
の
折
に
当
時

の
本
庶
佑
研
究
科
長
か
ら
記

念
誌
編
纂
を
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
「
近
衛

町
無
番
地
」
は
生
協
の
割
り

箸
の
袋
か
ら
思
い
つ
い
た
の
で

す
が
、
副
題
を
考
え
て
い
る

と
き
に
本
庶
先
生
が
折
に
触

れ
言
っ
て
お
ら
れ
た
三
つ
の
Ｃ

が
浮
か
び
ま
し
た
。

  

「Curiosity

」 「Challenge

」

「Continuity

」
で
す
。
真
に

独
創
的
な
研
究
と
医
療
に
果

敢
に
挑
戦
し
、
そ
の
志
を
持

続
す
る
、
感
覚
的
に
い
え
ば

本
医
学
部
の
「
理
念
」
と
は

こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
数
年
間
、
医
学
研
究

科
は
大
学
院
教
育
の
充
実
に

特
に
力
を
入
れ
、
成
宮
周
研

究
科
長
の
時
代
か
ら
文
科
省

「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
」
の
支
援
を
受

け
、
全
国
で
初
め
て
基
礎
、

臨
床
、
講
座
分
野
の
枠
を
超

え
た
新
し
い
大
学
院
教
育
コ

ー
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
現
在
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ

拠
点
と
し
て
引
き
継
が
れ
、

全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
改
善

を
加
え
つ
つ
恒
常
的
シ
ス
テ
ム

と
し
て
確
立
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

他
方
、
本
研
究
科
の
近
い

将
来
を
担
う
べ
き
若
手
の
教

員
・
医
師
に
つ
い
て
は
、
業
務

負
荷
の
増
大
に
も
拘
わ
ら
ず

研
究
・
教
育
・
診
療
な
ど
の

本
務
に
か
か
わ
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
ま
だ
決
し
て
満
足
す

べ
き
も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

待
遇
改
善
、
短
期
留
学
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
、
テ
ニ
ア
・
ト

ラ
ッ
ク
制
、
関
連
病
院
を
含

め
た
若
手
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
確
立
な
ど
、
目
に
見
え

る
支
援
が
今
後
の
重
要
な
課

題
で
す
。
学
内
や
関
連
病
院

の
中
か
ら
次
世
代
の
指
導
者

が
続
々
と
輩
出
さ
れ
て
く
る

と
い
う
状
況
に
な
ら
な
い
と
、

本
研
究
科
の
将
来
も
必
ず
し

も
万
全
と
は
い
か
な
い
で
し
ょ

う
。

　

次
に
重
要
な
課
題
は
、
組

織
と
し
て
の
研
究
科
の
運
営

の
問
題
で
す
。
法
人
化
以
降

国
立
大
学
の
運
営
は「
国
策
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
競
争
的

資
金
へ
の
依
存
度
を
大
き
く

し
て
き
ま
し
た
。
幸
い
本
研

究
科
は
こ
れ
ま
で
、
歴
代
研

究
科
長
を
中
心
と
す
る
教
授

会
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ

り
多
く
の
大
型
資
金
の
導
入

に
成
功
し
、
施
設
整
備
や
若

手
研
究
者
の
確
保
な
ど
研
究

科
の
発
展
に
資
し
て
き
た
こ

と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
金
は

有
期
限
の
た
め
新
規
導
入
シ

ス
テ
ム
を
い
か
に
持
続
発
展
さ

せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
常

に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
で
あ
り
、
多

く
の
教
授
会
構
成
員
が
そ
の

た
め
に
消
耗
戦
を
強
い
ら
れ

て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。

　

研
究
科
で
は
研
究
科
長
の

も
と
に
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
成
宮
セ
ン

タ
ー
長
）
を
設
置
し
、
研
究

科
主
導
に
よ
っ
て
官
民
共
同

の
本
格
的
な
大
型
協
働
研
究

を
組
織
的
に
推
進
す
る
体
制

を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
財
政
面
も
含
め
た
自
立
性

の
高
い
研
究
科
運
営
に
は
多

く
の
「
規
制
」
障
壁
が
あ
り
、

3
月
13
日
に
京
大
病
院
臨
床
懇
話
会
を
開
催

医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長　

湊　

長
博

　

平
成
22
年
度
京
大
病
院
臨

床
懇
話
会
を
、
平
成
23
年
３

月
13
日
（
日
）
15
時
か
ら
芝

蘭
会
館
（
稲
盛
ホ
ー
ル
）
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

本
懇
話
会
は
、
地
域
医
療

と
の
連
携
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
医
師
の
先
生
方
と
京
大
病

院
診
療
科
長
ら
と
の
意
見
交

　

１
月
21
日
（
金
）
に
、
第

３
回
京
大
病
院
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
・

再
生
医
学
研
究
会
を
芝
蘭
会

館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
同

研
究
会
は
、
当
院
に
お
け
る

換
お
よ
び
京
大
病
院
か
ら
の

情
報
提
供
の
場
と
し
て
開
催

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今

回
で
14
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
新
任
教
授
の
挨

拶
・
講
演
お
よ
び
京
大
病
院

報
告
を
行
う
ほ
か
、「
急
性

期
に
お
け
る
京
大
病
院
と
在

宅
医
療
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
よ
り
講
演
が
行
わ

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
お

よ
び
体
性
幹
細
胞
等
を
用
い

た
再
生
医
学
研
究
の
向
上
並

び
に
成
果
の
普
及
を
図
り
、

ひ
い
て
は
医
療
の
発
展
に
貢

れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
懇
話
会
に
お
い

て
は
、
参
加
資
格
を
医
療
関

係
者
の
み
と
し
、
参
加
に
は

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

の
で
、
京
大
病
院
総
務
課
総

務
掛
（
０
７
５
‐
７
５
１
‐

３
０
０
５
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
願
い
ま
す
。

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

平
成
21
年
11
月
に
設
置
し
た

も
の
で
す
。
第
３
回
目
と
な

る
今
回
の
研
究
会
で
は
、
学

内
外
か
ら
１
０
０
名
余
り
の

人材育成を推進人材育成を推進
紫綬褒章

 鍋島　陽一  （昭 47 年新潟大卒） 　     

　　　　　　　京都大学名誉教授

瑞宝中綬章
 松島　龍太郎  （昭 25 年専卒） 　

　         　　　広島大学名誉教授

 太田　富雄  （昭 31 年卒） 　

　　　　　　　大阪医科大学名誉教授

　　　　　　　　　　　　　　　以　上

平成22年度各賞受賞

就任あいさつ

秋の叙勲

組織の運営基盤整備へ

必
ず
し
も
容
易
な
道
筋
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
営
費
交

付
金
の
減
少
が
確
実
な
現
況

に
お
い
て
は
、
向
こ
う
５
カ
年

程
度
を
め
ど
に
ど
う
し
て
も

組
織
と
し
て
の
運
営
基
盤
整

備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
任
務
は
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
事
態
で
あ
り
、
ま

だ
と
ま
ど
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
上
は
前
述
の
よ
う
な
観

点
か
ら
微
力
な
が
ら
研
究
科

長
・
医
学
部
長
と
し
て
の
責

務
を
最
大
限
果
た
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

芝
蘭
会
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
ご
助
言
と
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

中
内
氏（
東
大
）が
特
別
講
演

学
内
外
か
ら
百
人
超
参
加

第
３
回
京
大
病
院
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
・
再
生
医
学
研
究
会

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
中
村
孝
志

病
院
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

中
川
隆
之
先
生
（
京
大
病
院

耳
鼻
咽
喉
科
講
師
）よ
り「
多

能
性
幹
細
胞
を
用
い
た
内

耳
再
生
医
療
開
発
」
に
つ
い

て
、
長
船
健
二
先
生
（
京
都

大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
准

教
授
）
よ
り
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

技
術
を
用
い
た
腎
疾
患
に
対

す
る
治
療
法
開
発
に
向
け
た

研
究
」
に
つ
い
て
、
中
西
淳

先
生
（
武
田
薬
品
工
業
株
式

会
社
医
薬
研
究
本
部
開
拓
研

究
所
）
よ
り
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

の
実
用
化
に
向
け
て
～
疾
患

研
究
と
創
薬
～
」
に
つ
い
て
、

前
川
平
先
生
（
京
大
病
院
輸

血
細
胞
治
療
部
教
授
・
分
子

細
胞
治
療
セ
ン
タ
ー
長
）
よ

り
「
わ
が
国
に
お
け
る
細
胞

治
療
・
再
生
治
療
の
制
度
的

枠
組
み
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て一

般
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
中
内
啓
光
先

生
（
東
京
大
学
医
科
学
研
究

所
幹
細
胞
治
療
研
究
セ
ン
タ

ー
長
）
よ
り
「
細
胞
治
療
か

ら
臓
器
再
生
治
療
へ
：
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
か
ら
臓
器
を
作
る
」

に
つ
い
て
特
別
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
を
行
う
中
村
病

院
長
（
上
）　

中
内
先
生
に

よ
る
特
別
講
演
（
下
）
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広
島
市
お
よ
び
そ
の
周
辺

に
お
い
て
原
爆
災
害
調
査
や

被
爆
者
の
治
療
を
行
っ
て
い

た
京
都
大
学
原
爆
災
害
総
合

研
究
調
査
班
の
教
職
員
・
学

生
の
11
名
の
方
が
昭
和
20
年

９
月
17
日
の
枕
崎
台
風
に
よ

る
山
津
浪
で
殉
職
さ
れ
て
か

ら
、
昨
年
で
65
年
を
迎
え
、

平
成
22
年
９
月
11
日
（
土
）、

広
島
県
佐
伯
郡
大
野
町
宮
浜

　

平
成
20
年
12
月
に
施
行
さ

れ
た
公
益
法
人
制
度
へ
の
移

行
に
伴
い
実
施
し
た
一
般
社

団
法
人
芝
蘭
会
の
代
議
員
選

挙
は
、
平
成
22
年
10
月
１
日

に
公
示
さ
れ
、
平
成
22
年
10

月
22
日
か
ら
平
成
22
年
11
月

４
日
ま
で
郵
送
等
に
よ
る
投

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
11
月
５
日
に
開

票
の
結
果
、
１
１
０
名
の
候

補
者
全
員
が
圧
倒
的
多
数
で

信
任
さ
れ
ま
し
た
。
開
票
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
芝
蘭
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
示
す
る

と
と
も
に
本
会
報
に
お
い
て

も
公
示
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
代
議
員
選
挙
は
社
団

法
人
芝
蘭
会
が
一
般
社
団
法

人
と
し
て
移
行
認
可
の
申
請

の
た
め
に
必
要
で
、
代
議
員

は
一
般
社
団
法
人
の
社
員
と

し
て
総
会
に
出
席
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
従
来
通
り

委
任
状
に
よ
る
出
席
も
可
）

　

な
お
、
任
期
は
選
任
後
２

年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年

度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関

で
、
第
65
回
京
都
大
学
原
爆

災
害
総
合
研
究
調
査
班
遭
難

者
の
慰
霊
の
集
い
が
開
催
さ

れ
た
。

　

式
典
は
、
周
辺
が
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
た
記
念
碑
の

前
で
午
前
11
時
か
ら
行
わ

れ
、
開
会
の
辞
、
黙
祷
の
後
、

松
本
紘
京
都
大
学
総
長
、
光

山
正
雄
医
学
研
究
科
長
、
吉

川
研
一
理
学
研
究
科
長
、
木

　このたび、平成 22 年 12 月に芝蘭会会員名簿を
刊行いたしました。
　名簿作成にあたり、会員の皆さまから快く異動
情報等をお寄せいただき感謝申し上げます。
　会員名簿をご希望の方は、芝蘭会事務局

（075-751-2713）までお問い合わせください。

芝蘭会６９回・２０１０（平成２２）年版
芝蘭会会員名簿　刊行 !

名簿作成にご協力いただき、ありがとうございました。

社団法人芝蘭会

全
候
補
者
110
人
を
信
任

広島で慰霊の集い

京
大
原
爆
災
害
調
査
班
遭
難
者

原
爆
災
害
調
査
班
遭
難
者
の
慰
霊
碑

村
徹
芝
蘭
会
広
島
支
部
長
、

眞
野
勝
弘
廿
日
市
市
長
か
ら

追
悼
の
言
葉
が
、
ま
た
、
眞

下
芳
夫
氏
か
ら
遺
族
を
代
表

し
て
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

そ
の
後
、
11
名
の
名
前
が

刻
ま
れ
た
記
念
碑
に
代
表
献

花
、
遺
族
献
花
、
参
列
者
献

花
が
行
わ
れ
、
約
80
名
が
参

列
し
た
慰
霊
の
集
い
は
12
時

に
終
え
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
松
本

総
長
か
ら
本
慰
霊
の
集
い
に

対
し
、
永
年
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
廿
日
市
市
長
、
廿

日
市
市
議
会
議
長
、
廿
日
市

市
大
野
支
所
長
へ
感
謝
状
が

進
呈
さ
れ
た
。

　

午
後
12
時
20
分
よ
り
宮
浜

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
場
所
を

移
し
、
昼
食
を
兼
ね
た
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
光
山
医
学
研

究
科
長
の
挨
拶
、
伴
敏
彦
京

大
名
誉
教
授
の
献
杯
の
後
、

菊
池
晴
彦
京
大
名
誉
教
授
、

梶
川
博
氏
（
芝
蘭
会
広
島
支

部
）、
お
よ
び
角
田
俊
司
廿

日
市
市
議
会
議
長
か
ら
ス
ピ

ー
チ
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
慰
霊
の
集
い
は
平
成

７
年
の
第
50
回
を
期
に
５
年

に
１
回
開
催
さ
れ
、
平
成
23

年
は
９
月
17
日
（
土
）
に
自

由
参
拝
形
式
に
て
、
開
催
さ

れ
る
予
定
。

【　訂　正　】
○ p694　山口支部
　　　　　事務局【誤】755-0047　宇部市島１－４－１２　中澤晶子方　
			   　　TEL 0836-34-3804
　　　　　支部長【誤】中澤　淳
                                      ↓
	　　　　　事務局【正】747-0044　防府市佐波１－３－１０　 TEL 0835-23-7104
　　　　　支部長【正】杉山　知行
	　　　　　　　　　　＊幹事ご担当の先生はおられません
○ p206  昭 34　糸川　嘉則　
	　　　　　【追加】勤務先 ： 京都大学名誉教授、福井県立大学名誉教授、
		  　　 仁愛大学人間生活学部教授・学部長
		  　　 TEL 0778-27-2010, E メール itokawa@jindai.ac.jp
	　　　　　【追加】現住所 ： 603-8125 京都市北区小山板倉町３３  TEL 075-491-8858 
○ p197　昭 30　花岡　道治
　　　　　現住所【誤】 650-0003 神戸市中央区山本町２－１－１６
                                      ↓
　　　　　現住所【正】 659-0086 芦屋市三条南町１３－１５　 TEL 0797-22-6758

　

平
成
22
年
12
月
に
刊
行

い
た
し
ま
し
た
芝
蘭
会
会

員
名
簿
（
平
成
22
年
度
版
69

訂
正
と
お
詫
び

回
）に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
な
ら
び
に
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
詫
び
す
る
と
と
も

に
、
左
記
の
と
お
り
訂
正
い

た
し
ま
す
。

芝
蘭
会
会
員
名
簿

会員名簿　 ： A4 判、890 頁
会員頒布代 ： 
　　　 一部　5,250 円（消費税を含む）
　　　（但し、会費納入者に限る。その他は 10,500 円）
送　　料　： 700 円

す
る
定
時
総
会
の
終
結
の
時

ま
で
（
一
般
社
団
法
人
芝
蘭

会
定
款
第
６
条
第
９
項
）
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
６

月
予
定
の
定
期
総
会
終
了
時

ま
で
と
な
り
ま
す
。

一般社団法人芝蘭会　代議員当選者公示
　代議員選挙の結果、候補者全員が圧倒的多数で信任されましたので、次のとおり
当選者名簿を公示します。（有権者 5,281 人、投票総数 1,330 人、投票率 25.2％） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 22 年 11 月 8 日
　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人芝蘭会代議員選挙管理委員会

委員長　西 祥太郎　

網谷　良一 大阪
新居　正甫 大阪
粟根　弘治 大阪
伊藤　壽一 京都
稲垣　暢也 京都
大城　清 沖縄
大高　道也 東京
大田　研治 西播
大歳　雅洋 西播
小川　修 京都
隠岐　尚吾 大阪
荻野　文章 神戸
小野寺　久 東京
折田　雄一 滋賀
加藤　靜允 京都
門田　和紀 愛媛
菊池　晴彦 神戸
木之下　正彦 滋賀
木原　正博 京都
木村　徹 広島
草間　昌三 長野
久藤　豊治 石川
小泉　欣也 京都
河野　幸裕 大阪
小柴　孝夫 神戸
小西　郁生 京都
小西　淳二 福井
小西　裕 和歌山
坂井　義治 京都
坂口　志文 京都
坂口　佳司 京都
佐古　伊康 静岡
篠原　隆司 京都
柴田　史郎 新潟
嶌原　康行 奈良
島本　光臣 静岡
清水　達夫 大阪

杉山　知行 山口
砂川　晶生 奈良
瀬戸　嗣郎 大阪
瀬戸山　元一 京都
清野　裕 大阪
相馬　俊臣 滋賀
高折　晃史 京都
高三　秀成 岡山
高橋　晴雄 長崎
高橋　良輔 京都
滝　和郎 三重
武田　隆男 京都
武藤　誠 京都
竹本　勇 山形
辰巳　賢一 東京
田中　守 群馬
田港　朝彦 香川
筒井　孟 神戸
藤堂　義郎 大阪
永井　朝子 阪神
永井　博之 阪神
中尾　一和 京都
中川　正久 島根
中島　康夫 大阪
中野　俊彦 大分
中村　孝志 京都
中安　顕 京都
鍋谷　登 大阪
成宮　周 京都
西　祥太郎 京都
野口　雅滋 京都
野口　正人 福井
延吉　正清 福岡・佐賀
端　和夫 北海道
林　雅造 神戸
日合　弘 滋賀
日野原　重明 東京

平田　温 秋田
廣瀬　邦彦 滋賀
福井　清 徳島
福井　有公 大阪
福田　和彦 京都
藤原　久義 阪神
二木　隆 東京
古家　敬三 京都
平家　俊男 京都
邉見　公雄 京都
本田　孔士 大阪
桝　正幸 茨城
松岡　雅雄 京都
松村　忠史 奈良
松山　榮一 西播
真鍋　克次郎 京都
馬淵　茂樹 東京
三嶋　理晃 京都
光山　正雄 京都
湊　長博 京都
三森　経世 京都
宮地　良樹 京都
宮本　一 神戸
村井　俊哉 京都
森　　惟明 高知
泰江　弘文 熊本
矢野　謙二 鹿児島
山岡　義生 京都
山本　剛史 岐阜
余語　郁夫 愛知
横出　正之 京都
吉田　修 京都
吉田　耕造 神戸
吉村　長久 京都
和田　純子 大阪
綿谷　茂樹 阪神

所属支部 所属支部 所属支部氏　名 氏　名 氏　名

　

平
成
２２
年
度
臨
時
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

開
催
に
は
会
員
の
１０
分
の
１
以
上
の
出
席
（
委
任
状
を
含
む
）
を
要
し
ま

す
の
で
、
お
手
数
な
が
ら
、
ご
出
席
願
え
な
い
場
合
は
、
委
任
状
に
各
議
案

に
対
す
る
賛
否
を
ご
指
示
の
上
、
記
名
捺
印
願
い
、
総
会
日
の
５
日
前
ま
で

に
ご
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

日　
時　

平
成
23
年
３
月
２６
日
（
土
）  

午
後
３
時
～

場　
所　

京
都
市
左
京
区
吉
田
牛
ノ
宮
町
11
ー
1　

芝
蘭
会
館 

別
館

議　
案　

会
長
、
副
会
長
、
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

芝蘭会臨時総会
開催について

一
般
社
団
法
人・

芝
蘭
会
代
議
員

松本紘京都大学総長

眞下芳夫遺族代表
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い
た
。
と
に
か
く
、
こ
れ
を

建
て
直
そ
う
と
考
え
た
。
問

題
は
資
金
で
あ
る
。
当
時
の

尾
池
総
長
に
医
学
部
視
察
の

際
に
陳
情
し
た
が
、
と
て
も

本
部
か
ら
新
築
費
用
は
出
そ

う
に
も
無
い
。
頼
る
の
は
芝

蘭
会
の
皆
様
し
か
な
い
と
考

え
、
平
成
17
年
8
月
の
静
岡

支
部
を
皮
切
り
に
医
学
部
長

と
し
て
出
席
す
る
支
部
会
の

度
に
現
状
と
厚
生
施
設
の
充

実
に
対
す
る
支
援
を
お
願
い

し
た
。
ま
た
、
支
援
の
受
け

皿
と
し
て
、
米
国
の
大
学
を

支
え
る
個
人
か
ら
の
寄
付

と
基
金
の
在
り
方
を
参
考

に
、
京
都
大
学
医
学
教
育
研

究
支
援
基
金 

（
K
M
S

− 

F
U
N
D
）
を
平
成
19
年
3

月
に
立
ち
上
げ
、
中
尾
教
授

に
委
員
長
を
お
願
い
し
た
。

中
尾
教
授
は
、
医
学
部
学
生

の
父
母
を
対
象
に
京
都
大
学

医
学
部
校
友
会
を
も
立
ち
上

げ
入
学
・
卒
業
祝
賀
会
、
総

会
な
ど
の
例
会
を
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
者
が

一
体
感
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
学
生
会
館
の
建
設
に

貢
献
で
き
る
体
制
を
整
え
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
が
あ

っ
て
、
平
成
20
年
10
月
に
は

寄
付
金
申
込
額
が
1
億
円
を

突
破
し
、
平
成
21
年
2
月

に 

学
生
会
館
の
設
計
が
始

動
し
、
予
定
地
の
埋
蔵
文
化

財
調
査
を
へ
て
、
平
成
22
年

9
月
に
着
工
し
、
11
月
14
日

に
一
応
の
竣
工
を
み
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
た
よ

う
に
、
新
学
生
会
館
は
、
芝

蘭
会
の
皆
様
、
校
友
会
の
皆

様
の
絶
大
な
る
支
援
の
結

果
、
完
成
を
見
た
も
の
で
あ

り
，
こ
こ
に
改
め
て
、
御
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。
た
だ
、
別
項
で
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
一
部
未
整
備

の
部
分
も
あ
り
、
今
後
、
さ

ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
し

て
ご
報
告
と
し
た
い
。

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り

事務局
〒 606-8501

京都市左京区吉田近衛町
京都大学医学部学生会館内

Tel.075-761-2467
Fax.075-752-1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund@office.
med.kyoto-u.ac.jp

　

念
願
の
学
生
会
館
が
一
応

の
竣
工
を
見
、
去
る
11
月
14

日
に
竣
工
式
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
ま
ず

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
当

日
は
、
土
井
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
校
友
会
の
方
々
、
武

田
芝
蘭
会
副
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
芝
蘭
会
の
方
々
、
京

大
本
部
赤
松
理
事
、
医
学
部

教
員
な
ら
び
に
学
生
諸
君
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
さ
さ

や
か
な
が
ら
竣
工
記
念
式
を

執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
父
兄
の
方
々
、
と
り

わ
け
す
ば
ら
し
い
会
館
時
計

　

永
年
の
念
願
で
あ
り
ま
し

た
学
生
会
館
が
見
事
に
竣
工

い
た
し
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
明
る
く
気
持
の
良
い
建

物
で
、
今
後
の
大
い
な
る
活

用
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

学
生
会
館
の
建
設
は
、
医

学
部
の
「
教
育
研
究
支
援
基

金
」
設
立
当
初
よ
り
の
構
想

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
建

設
資
金
調
達
の
面
か
ら
し
て

実
現
は
も
う
少
し
先
の
こ
と

と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
あ
た
ら

れ
ま
し
た
先
生
方
の
大
変
な

熱
意
と
努
力
、
ま
た
、
関
係

さ
れ
ま
す
多
く
の
皆
さ
ま
方

の
力
に
よ
り
ま
し
て
当
初
の

想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
ス

ピ
ー
ド
で
実
現
さ
れ
ま
し
た

も
の
で
、
京
都
大
学
医
学
部

の
底
力
の
一
端
を
実
感
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。特
に
、

芝
蘭
会
の
会
員
の
先
生
方
を

中
心
と
す
る
絶
大
な
基
金
へ

の
ご
協
力
は
め
ざ
ま
し
い
も

の
で
、
医
学
部
の
教
育
環
境

の
充
実
に
対
す
る
先
生
方
の

熱
意
の
大
き
さ
を
感
ぜ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。や
は
り
、

こ
れ
が
１
０
０
年
を
超
え
る

歴
史
を
持
つ
京
都
大
学
医
学

部
の
伝
統
の
力
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
校
友
会
の
会
員
も

基
金
に
協
力
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
、
こ
の
学
生
会
館
の

建
設
に
少
し
は
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
と
感
激
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
学
生
会
館
の
本

格
的
な
利
用
が
始
ま
り
ま
す

が
、
一
般
的
な
意
味
の
学
習

で
の
活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
学
の
先
生
方
と
の
交
流
、

学
生
同
士
の
心
の
交
流
を
通

し
て
、
人
間
力
の
育
成
と
い

う
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
医
学
部
校
友
会
に

あ
り
ま
し
て
も
、今
後
と
も
、

大
学
教
育
と
い
う
場
面
に
於

い
て
、
私
た
ち
に
許
さ
れ
る

範
囲
で
、
私
た
ち
の
で
き
ま

す
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
さ
ら

な
る
支
援
活
動
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
何
卒
よ
ろ
し

く
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

心
よ
り
御
礼

学
生
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に

医
学
部
の
伝
統
の
力 

実
感

校友会会長
土井  赳

前
田
　
紘
奈

　

2
年
前
の
5
月
、
校
友
会

の
総
会
で
京
都
大
学
医
学
部

を
訪
れ
た
時
、
二
男
が
入
っ

て
い
る
医
学
部
ス
キ
ー
部
の

あ
る
建
物
を
見
ま
し
た
。

　

長
女
が
在
学
し
て
い
た
東

北
大
学
医
学
部
の
テ
ニ
ス

部
、
長
男
が
在
学
し
て
い
た

東
京
大
学
医
学
部
ス
キ
ー
部

の
あ
る
建
物
に
比
べ
、
老
朽

化
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
新
し
い
医
学

部
学
生
会
館
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。
多
目
的
室
、
学
習
室
、

談
話
室
、
そ
れ
に
ジ
ム
も
あ

り
、
学
生
は
楽
し
い
、
充
実

　

こ
の
た
び
、
ず
っ
と
楽
し

み
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
新

し
い
学
生
会
館
が
竣
工
を
迎

え
ま
し
た
こ
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

学
習
室
や
各
部
活
動
で
利

用
で
き
る
部
室
、
集
会
室
、

多
目
的
室
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
学
生
生
活
の
新
た
な
拠

点
と
な
る
こ
の
学
生
会
館
の

し
た
学
生
生
活
を
お
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。私
も
40
年
前
、

東
北
大
学
医
学
部
ワ
ン
デ
ル

ン
グ
会
に
入
っ
て
お
り
、
登

山
の
計
画
・
準
備
な
ど
、
ま

た
会
誌
の
編
集
等
、
す
ご
し

た
部
室
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
そ
の
仲
間
と
は
、
現

在
も
年
一
回
つ
ど
い
、
語
り

あ
っ
て
い
ま
す
。

　

長
女
が
東
北
大
学
3
年
の

3
月
、
同
級
生
の
女
子
が
自

殺
し
ま
し
た
。
彼
女
は
蔵
王

に
ス
キ
ー
に
き
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

医
学
部
構
成
員
す
べ
て
の

念
願
の
新
し
い
学
生
会
館
が

去
る
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
関
係
者
の
一
人
と
し
て

学
生
が
使
用
し
て
い
る
完
成

し
た
会
館
を
見
て
、
感
慨
ひ

と
し
お
の
も
の
が
あ
る
。
私

は
、
本
庶
教
授
の
後
を
受
け
、

平
成
16
年
10
月
よ
り
平
成
19

年
9
月
ま
で
医
学
部
長
を
務

め
た
。
平
成
16
年
4
月
に
国

立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
、
今

に
続
く
運
営
交
付
金
の
継
続

的
な
削
減
が
開
始
さ
れ
，
当

時
は
、
こ
れ
ま
で
の
“
親
方

日
の
丸
”
か
ら
の
脱
却
へ
の

不
安
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
大

学
の
資
源
を
生
か
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で

は
、
大
学
の
資
源
と
は
な
ん

で
あ
ろ
う
か
？
私
は
、
大
学

は
人
で
あ
り
、
そ
こ
に
毎
年

入
学
し
て
く
れ
る
優
秀
な
学

生
が
絶
え
ざ
る
資
源
で
あ

り
、
彼
ら
が
持
っ
て
生
ま
れ

た
も
の
を
フ
ル
に
発
揮
し
て

社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
教

育
す
る
こ
と
が
翻
っ
て
京
都

大
学
の
持
続
性
の
た
め
に
最

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

そ
の
観
点
で
構
内
を
見
て
ま

ず
目
に
留
ま
っ
た
の
が
学
生

の
厚
生
施
設
の
貧
弱
さ
で
あ

っ
た
。
医
学
部
は
6
年
制
と

い
う
特
殊
性
か
ら
、
医
学
部

生
は
京
都
大
学
全
体
の
課
外

活
動
と
別
個
に
20
余
の
ク
ラ

ブ
を
形
成
し
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
拠
点
と
な

る
学
生
集
会
所
は
昭
和
初

期
に
建
築
さ
れ
た
と
お
ぼ
し

き
、
裸
電
球
が
と
も
り
、
階

段
に
も
穴
が
開
き
接
ぎ
の
あ

た
っ
た
幽
霊
屋
敷
の
よ
う
な

木
造
の
建
物
で
あ
っ
た
。
手

洗
い
も
汚
く
、
安
全
上
か
ら

も
衛
生
上
か
ら
問
題
が
あ
る

建
物
で
あ
り
、
ボ
ー
ト
部
員

な
ど
は
、
建
物
の
前
の
地
面

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

を
だ
し
て
訓
練
を
行
な
っ
て

を
対
象
に
京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
が
組
織
さ
れ
、
活
発

な
活
動
を
行
わ
れ
て
き
た
こ

と
は
ご
案
内
の
と
お
り
で
す

が
、
同
基
金
の
主
眼
の
ひ
と

つ
が
こ
の
新
し
い
学
生
会
館

の
建
設
で
あ
り
ま
し
た
。
以

来
3
年
余
り
の
短
期
日
の
間

に
こ
の
大
き
な
目
標
が
ひ
と

ま
ず
達
成
さ
れ
ま
し
た
の

も
、
ひ
と
え
に
校
友
会
、
芝

蘭
会
並
び
に
教
職
員
の
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
ご
支
援
と
ご

寄
付
の
賜
で
あ
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
学
生
会
館
は

ま
だ
内
装
設
備
な
ど
多
く
の

未
完
成
部
分
を
残
し
て
お

り
、
当
初
計
画
か
ら
は
ま
だ

ほ
ど
遠
い
現
状
に
あ
る
こ
と

校友会副会長
菅野  邦明

建
設
に
あ
た
り
、
ご
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、
諸

先
輩
方
、ご
父
兄
の
皆
さ
ま
、

関
係
者
の
方
々
に
、
学
生
一

同
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
医
学
部
音
楽
部
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
実
家
か

ら
離
れ
た
入
学
当
初
は
、
ピ

ア
ノ
を
続
け
る
こ
と
は
無
理

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

部
室
の
ピ
ア
ノ
の
お
か
げ
で

こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
を
通
じ
て
、
と
も

に
音
楽
を
楽
し
む
す
ば
ら
し

い
先
輩
、
後
輩
、
先
生
方
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
の
部
活
に
入
っ
て
い
て
も
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
に
す
ば
ら
し
い

出
会
い
、
経
験
を
得
て
、
そ

し
て
そ
れ
ら
は
将
来
の
医
療

の
場
で
も
必
ず
生
き
て
く
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
、
か
け
が
え
の

な
い
部
活
動
の
場
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
立
派
な
施
設
を

い
た
だ
け
る
こ
と
に
、
学
生

を
代
表
し
て
心
よ
り
感
謝
・

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
会
館
の
中
に
は
、

24
時
間
利
用
で
き
る
学
習
室

塔
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
い
た

卒
業
生
の
故
片
山
智
子
先
生

（
平
成
18
年
度
卒
業
）
の
お

父
さ
ま
か
ら
の
感
動
的
な
お

祝
い
の
言
葉
に
、
学
生
教
職

員
一
同
感
謝
の
念
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
３
月
に
成
宮
元

研
究
科
長
の
並
々
な
ら
ぬ
熱

意
と
ご
努
力
に
よ
り
京
都
大

学
医
学
教
育
研
究
支
援
基
金 

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
が

設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
同
基
金

運
営
委
員
会
初
代
委
員
長
の

中
尾
教
授
の
ご
尽
力
に
よ
り

医
学
部
学
生
の
父
兄
の
方
々

さ
ら
な
る
力
添
え
を

医
学
部
4
回
生

元医学部長・医学研究科長  成宮　周
学生会館オープンまでの道のり

校友会の第4回総会・講演会
　　日時　5 月 3 日（火）
　　会場　芝蘭会館　本館
　　総会　13：00 ～ 13：30

講演会・特別講演会の後、医学部学生会館
の竣工を記念して施設内見学会を行います。
ぜひご参加ください。

問合せ先
〒 606-8501

京都市左京区吉田近衛町
京都大学医学部学生会館内

京都大学医学部校友会事務局
☎ 075-761-2467

も
事
実
で
、
大
学
本
部
か
ら

の
借
入
金
も
残
し
て
お
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
芝
蘭

会
の
皆
さ
ま
に
は
何
と
か
学

生
会
館
の
実
質
的
な
完
成
と

充
実
、
さ
ら
に
は
校
友
会
活

動
の
発
展
の
た
め
に
、
今
後

と
も
さ
ら
に
一
層
の
お
力
添

え
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
重
ね
て
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

学生会館竣工に感謝学生会館竣工に感謝
医学部長・医学研究科長　湊　長博

　

ま
た
、
長
男
の
東
京
大
学

の
同
級
生
の
女
子
が
、
研
修

一
年
後
に
自
殺
し
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
話
を
聞
い
て
、

非
常
に
悲
し
く
、
と
て
も
心

を
痛
め
ま
し
た
。
自
殺
す
る

前
に
、
同
級
生
や
、
同
じ
ク

ラ
ブ
の
友
と
話
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
も
の
か
、
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

　

医
学
部
の
6
年
間
は
、
本

当
に
充
実
し
て
い
て
、
楽
し

い
思
い
出
も
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
と
り
わ
け
ク

ラ
ブ
の
仲
間
は
特
に
大
切
で

す
。

　

新
し
い
学
生
会
館
は
、
京

都
大
学
医
学
部
の
学
生
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
大
い
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
将

来
の
研
究
と
診
療
に
必
ず
役

に
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。
時
計
台
の
隣

の
付
属
図
書
館
に
、
一
週
間

の
う
ち
部
分
的
に
24
時
間
利

用
で
き
る
部
屋
が
あ
り
、
以

前
、
試
験
勉
強
の
た
め
夜
ふ

け
に
訪
れ
た
時
、
解
剖
の
ア

ト
ラ
ス
を
開
い
て
後
輩
が
勉

強
し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

医
学
部
生
の
利
用
率
は
高
か

っ
た
と
聞
き
ま
す
。
今
回
、

医
学
部
構
内
に
、
完
全
に
24

時
間
利
用
で
き
る
学
習
室
を

い
た
だ
け
、
ま
す
ま
す
勉
学

に
励
ま
な
け
れ
ば
と
、
喜
び

と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
同
時
に

感
じ
る
次
第
で
す
。

学生会館竣工記念式
テープカット
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授
の
武
藤
誠
先
生
で
、
演
題

は
「
大
腸
が
ん
の
転
移
～
そ

の
機
構
と
治
療
～
」
で
し

た
。
が
ん
の
転
移
や
死
亡
率

な
ど
、
医
学
を
学
び
始
め
の

僕
に
も
わ
か
り
や
す
い
内
容

の
講
演
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
内
ホ
ー
ル
へ

と
場
所
を
移
し
、
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
集
合
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
先
生

　

平
成
22
年

7
月
4
日

（
日
）
京
都
の
芝
蘭
会
館
の

2
Ｆ
稲
盛
ホ
ー
ル
に
て
芝
蘭

会
京
都
支
部
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
支
部
長
挨
拶
の

あ
と
、
庶
務
報
告
、
運
営
報

告
、
会
計
報
告
、
監
査
報

告
、
近
況
報
告
と
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
森
洋
一
先

生
に
よ
る
日
医
会
長
選
挙
報

　

平
成
22
年

8
月
28
日

（
土
）、
大
井
神
社
宮
美
殿
に

て
芝
蘭
会
静
岡
支
部
総
会
・

懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

支
部
長
で
あ
る
県
立
こ
ど
も

病
院
名
誉
院
長
の
横
田
先
生

に
よ
る
開
会
の
辞
か
ら
会
が

【
京
都
】

【
静
岡
】

告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
安

達
秀
樹
先
生
に
よ
る
中
医
協

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
自
民
党
か
ら
民
主
党

に
代
わ
っ
て
医
学
会
は
ど
う

す
べ
き
で
あ
る
か
や
、
医
療

費
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
話

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
術
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。講
演
者
は
、

京
都
大
学
医
学
研
究
科
副
研

究
科
長
、
遺
伝
子
薬
理
学
教

講
演
「
大
腸
が
ん
の
転
移
」

若
年
会
員
も
総
会
参
加
を

方
が
僕
た
ち
に
料
理
を
勧
め

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
気
さ
く

に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

り
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
病
院
の
人
不
足
や
低

給
与
の
現
状
な
ど
、
将
来
医

学
に
関
わ
る
僕
た
ち
に
と
っ

て
興
味
深
い
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
楽
し
い
取
材

で
し
た
。

　

こ
こ
で
こ
の
会
報
を
読
ん

で
い
る
方
に
考
え
て
ほ
し
い

話
を
聞
き
ま
し
た
の
で
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
近
芝
蘭
会
総

会
に
若
い
人
が
来
ら
れ
な

い
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

た
。
せ
っ
か
く
の
交
流
の

機
会
で
も
あ
り
ま
す
し
、

せ
っ
か
く
の
休
日
を
つ
ぶ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
と
の

こ
と
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
。

今
、
京
都
大
学
医
学
部
の

学
生
は
芝
蘭
会
に
属
し
て

い
ま
す
。
確
か
入
学
の
と

き
に
会
費
も
６
年
分
払
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。
だ
か

ら
せ
っ
か
く
な
の
で
芝
蘭

会
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
と
の
こ
と
で
す
。

（
文
責
：
３
回
生　

畑
野　

翔
太
郎
）

始
ま
り
、
そ
の
後
、
物
故
会

員
の
先
生
へ
の
黙
祷
を
捧

げ
、平
成
21
年
度
会
計
報
告
、

平
成
22
年
度
総
会
に
関
す
る

連
絡
、
幹
事
変
更
に
つ
い
て

の
連
絡
と
い
っ
た
具
合
に
会

は
進
み
ま
し
た
。
ま
た
今
回

の
総
会
で
は
、
支
部
長
が
横

田
先
生
か
ら
島
本
先
生
に
引

き
継
が
れ
る
こ
と
も
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
京
都
大
学
医
学
部

発
達
小
児
科
学
教
室
教
授

で
あ
る
平
家
先
生
に
よ
る｢

小
児
発
熱
性
疾
患
研
究
の
新

展
開｣

と
い
う
題
目
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
題
に
入
る
前
に
、
現
在

の
京
都
大
学
医
学
科
の
現

状
（
運
営
体
制
や
Ｍ
Ｃ
Ｒ
コ

ー
ス
に
つ
い
て
な
ど
）
の
話

が
あ
っ
た
後
、
小
児
科
は
病

気
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
子

供
の
発
達
を
大
切
に
し
な
が

ら
（
小
児
科
学
校
を
作
っ
た

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
い

た
り
）
診
療
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
な
の
だ
と
い
う
話
も

あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
心
的
話
題
は
、

自
己
炎
症
性
疾
患
に
つ
い

て
で
し
た
。
こ
の
疾
患
は

１
９
９
９
年
に
正
式
と
な
っ

た
非
常
に
新
し
い
も
の
で
、

周
期
性
発
熱
や
腹
痛
が
主
な

症
状
と
す
る
疾
患
で
す
。
は

っ
き
り
し
た
診
断
が
付
か
ず

抗
生
剤
や
解
熱
剤
な
ど
を
使

う
と
い
っ
た
ん
は
お
さ
ま
る

た
め
、
普
通
の
風
邪
や
自
己

免
疫
疾
患
な
ど
と
誤
診
さ
れ

ま
す
が
、
何
度
も
同
じ
症
状

が
ぶ
り
返
す
た
め
、
そ
の
時

に
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
こ

と
が
多
い
そ
う
で
す
。
自
己

炎
症
性
疾
患
は
、現
在
で
は
、

原
発
性
免
疫
不
全
症
の
一
種

と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、

自
然
免
疫
に
関
係
す
る
遺
伝

子
の
異
常
に
よ
っ
て
お
こ
る

疾
患
で
あ
る
た
め
、
診
断
の

際
は
遺
伝
子
診
断
が
有
用
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
の

よ
う
な
、
今
ま
で
膠
原
病
類

縁
疾
患
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
疾
患
に
も
適
用
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

今
回
の
講
演
で
、
現
在
の

医
療
に
は
未
知
の
部
分
が
多

く
、
そ
れ
は
一
見
身
近
に
思

わ
れ
る｢

発
熱｣

に
関
し

て
も
同
様
だ
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
発
熱
と
い
う
基
本
症

状
に
し
て
も
奥
が
深
く
、
原

因
が
感
染
症
で
あ
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
自
己
免
疫
疾
患
で

あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
内
分

泌
疾
患
、
脱
水
で
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
時
に
は
発
熱

の
原
因
す
ら
分
か
ら
な
い

場
合
も
あ
り
、
そ
う
し
た

場
合
に
は
、
病
気
の
原
因

解
決
の
た
め
の
努
力
が
必

要
な
の
だ
と
い
う
話
を
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
を
や
り
過

ご
す
の
で
は
な
く
疑
問
に

感
じ
、
光
を
当
て
て
扉
を

開
け
て
ゆ
け
ば
自
然
と
道

は
開
け
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
普
段

は
喋
れ
な
い
よ
う
な
方
々

と
話
す
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
の
医
療
体

制
の
問
題
点
や
医
師
と
し

て
の
心
得
に
つ
い
て
熱
心

に
説
い
て
く
れ
る
方
も
お

ら
れ
、
と
に
か
く
頭
が
下

が
る
思
い
で
し
た
。
僕
に

と
っ
て
は
非
常
に
良
い
経

験
と
な
り
、
今
後
の
学
生

生
活
に
活
か
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
電

車
の
時
間
の
都
合
も
あ
り

惜
し
ま
れ
な
が
ら
の
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
‥
１
回
生　

真
辺
諄
）

静岡支部

「発熱」の奥深さ学ぶ
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「
政
権
交
代
と
医
療
」
語
る

支
部
だ
よ
り

　

平
成
22
年

9
月
25
日

（
土
）、
松
山
市
道
後
大
和
屋

本
店
に
て
、
芝
蘭
会
愛
媛
支

部
総
会
・
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
は
瀬
名

波
良
永
先
生
司
会
の
も
と

で
、
支
部
長
で
あ
る
門
田
和

紀
先
生
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
京
都
大
学
附
属
病
院

の
現
況
報
告
、
新
し
い
施

設
の
紹
介
と
順
次
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。
学
術
講
演

会
で
は
、
全
国
自
治
体
病
院

協
議
会
会
長
で
あ
る
邉
見

公
雄
先
生
が
招
か
れ
、「
政

権
交
代
と
日
本
の
医
療
」
と

い
う
演
題
で
講
演
を
さ
れ

ま
し
た
。
邊
見
先
生
は
中
央

社
会
保
険
医
療
協
議
会
委

員
、
日
本
病
院
団
体
協
議
会

議
長
、
赤
穂
市
民
病
院
名
誉

院
長
、
全
国
公
私
病
院
連
盟

副
会
長
ほ
か
多
数
の
役
職

を
兼
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
講
演
は
突
然
手
話
に
よ

る
自
己
紹
介
で
始
ま
り
大

変
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。

内
容
を
要
約
し
ま
す
と
、
自

公
政
権
が
「
骨
太
の
方
針

2
0
0
6
」
で
打
ち
出
し

　

平
成
22
年

10
月
23
日

（
土
）、
ホ
テ
ル
・
ボ
ス
ト
ン

プ
ラ
ザ
草
津
に
て
、
世
話
役

の
木
之
下
先
生
の
進
行
の
も

と
滋
賀
支
部
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
現
支
部
長
で
あ
る
折

田
先
生
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
京
大
病
院
に
新
し

く
で
き
る
積
貞
棟
の「
積
貞
」

と
い
う
言
葉
は
辞
書
に
も
載

っ
て
い
な
い
の
で
い
っ
た
い

ど
う
い
う
意
味
か
わ
か
ら
な

い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
他
に
も
、
芝
蘭
会

は
年
に
一
度
遥
か
母
校
に
思

い
を
は
せ
る
い
い
機
会
な
の

で
若
い
人
も
み
な
来
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
こ
と
や
、
今
は

制
度
の
変
革
な
ど
で
大
学
病

【
愛
媛
】

【
滋
賀
】

た
社
会
保
障
費
削
減
方
針
に

よ
り
地
域
医
療
崩
壊
が
進
み

ま
し
た
が
、
政
権
交
代
後
も

現
状
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
委
員
と
し
て
審
議
に
積

極
的
に
関
わ
り
、
２
０
１
０

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
０
・

１
９
％
の
プ
ラ
ス
改
定
、
救

急
や
産
科
、
小
児
科
、
外
科

へ
の
重
点
的
な
配
分
、
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
の
評
価
な
ど
多
大

な
成
果
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
プ
ラ
ス
が
小
幅
で
あ

る
な
ど
課
題
も
多
い
よ
う
で

す
。
最
後
に
赤
穂
市
民
病
院

で
の
寄
附
の
増
加
や
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
の
地
域
住
民
活

動
に
つ
い
て
話
さ
れ
、「
よ

い
医
療
を
効
率
的
に
地
域
住

民
と
共
に
」
と
い
う
言
葉
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
・
学
術
講
演
会
終
了

後
、
場
所
を
移
し
て
写
真
撮

影
・
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
懇
談
会
は
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
、
先
生
方
は
わ

れ
わ
れ
学
生
に
も
や
さ
し
く

声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
大

先
輩
方
の
学
生
時
代
の
こ
と

や
、
専
門
を
決
め
た
き
っ
か

院
は
人
が
集
ま
ら
ず
深
刻
な

人
材
不
足
な
の
で
、
み
な
母

校
の
た
め
に
協
力
し
ま
し
ょ

う
、
と
い
っ
た
こ
と
を
仰
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

け
、
愛
媛
の
医
療
の
現
状
な

ど
、
非
常
に
た
め
に
な
る
話

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
会
が
進
行
す
る
と
、
若

い
先
生
方
が
一
人
ず
つ
挨
拶

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
順
番

に
マ
イ
ク
が
ま
わ
さ
れ
、
わ

れ
わ
れ
学
生
も
挨
拶
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
宴
も
た
け
な
わ
と
な
り
、

最
後
に
野
島
元
雄
先
生
の
締

め
の
あ
い
さ
つ
で
会
は
惜
し

ま
れ
な
が
ら
も
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
の
意

を
も
っ
て
、
愛
媛
支
部
総
会
・

懇
談
会
の
報
告
を
終
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
文
責
：

５
回
生　

畑　

玲
央
）

愛媛支部

滋賀支部

　

平
成
22
年

11
月
6
日

（
土
）、
松
江
東
急
イ
ン
に
て

芝
蘭
会
島
根
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
番
幹
事

の
秦
公
平
先
生
の
司
会
の
も

と
会
は
進
め
ら
れ
、
支
部
長

の
中
川
正
久
先
生
の
代
役
と

し
て
急
遽
出
席
さ
れ
た
小
林

真
佐
夫
先
生
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
小
林
先
生
は
80
歳

を
超
え
て
な
お
現
役
で
活
躍

し
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
、
そ

の
ほ
か
に
も
80
歳
を
超
え
る

方
が
２
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
島
根
の
医
師
不

足
と
い
う
も
の
が
そ
れ
ほ
ど

切
実
だ
と
い
う
こ
と
を
物
語

【
島
根
】

っ
て
お
り
、
打
開
策
を
模
索

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、
会
は
会
計
報
告
、

協
議
事
項

の
順
に
進

み
、
京
都

大
学
医
学

研
究
科
呼

吸
管
理
睡

眠
制
御
学

講
座
教
授

で
あ
る
、

陳
和
夫

先
生
の
ご

講
演
へ
と

移
り
ま
し

た
。
演
目

は
「
睡
眠

時
無
呼
吸

の
現
状
と

循
環
・
代
謝
障
害
と
の
関

連
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

睡
眠
時
無
呼
吸
と
は
文
字

通
り
睡
眠
中
に
無
意
識
に

呼
吸
が
止
ま
る
こ
と
で
す

が
、
何
種
類
か
に
分
類
さ

れ
、
そ
の
う
ち
の
閉
塞
性
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
最

も
多
い
そ
う
で
す
。
睡
眠
時

無
呼
吸
に
よ
り
起
こ
る
症

状
と
し
て
は
、
翌
日
の
疲

労
感
や
早
朝
の
頭
痛
な
ど

が
あ
り
、
交
通
事
故
を
起

こ
し
や
す
く
な
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
５
人
に
１
人
は

Ａ
Ｈ
Ｉ
が
５
以
上
、
15
人

に
１
人
は
15
以
上
と
い
わ

れ
て
お
り
、
私
た
ち
に
と

っ
て
睡
眠
時
無
呼
吸
は
身

近
な
も
の
で
す
。
最
近
の

睡
眠
時
無
呼
吸
に
警
鐘

在宅看護テーマに

諸
報
告
の
あ
と
、
支
部
長
と

し
て
折
田
先
生
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
。
支
部
長
就
任
の
ご

挨
拶
で
は
、
芝
蘭
会
も
新
陳

代
謝
が
必
要
な
の
で
来
年
は

交
代
し
た
い
と
仰
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

次
は
京
都
大
学
医
学
研
究

科
消
化
管
外
科
学
教
授
で
あ

る
、
坂
井
義
治
先
生
に
よ
る
、

京
都
大
学
の
現
状
報
告
で
し

た
。
医
学
研
究
科
長
・
医
学

部
長
が
湊
教
授
に
代
わ
っ
た

こ
と
、
学
部
の
定
員
が
平
成

21
年
に
５
名
、
さ
ら
に
22
年

に
は
２
名
増
加
し
た
と
い
う

最
近
の
話
や
、
Ｍ
Ｃ
Ｒ
コ
ー

ス
と
い
う
臨
床
研
究
者
養
成

コ
ー
ス
が
平
成
17
年
か
ら
で

き
た
こ
と
や
、
Ｍ
Ｄ

−

Ｐ
ｈ

Ｄ
コ
ー
ス
な
ど
の
よ
う
に
研

究
者
を
育
成
し
よ
う
と
い
う

話
も
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
、

関
連
病
院
と
提
携
し
て
マ
グ

ネ
ッ
ト
病
院
と
し
て
後
期
研

修
医
を
支
援
し
て
専
門
医
を

育
成
し
よ
う
と
い
う
プ
ラ
ン

が
進
行
中
と
い
う
話
も
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

折
田
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
よ
う
に
、
大
学
病
院
に

帰
っ
て
く
る
人
が
少
な
い
が

故
の
対
策
の
ひ
と
つ
だ
そ
う

で
す
。
京
大
だ
け
で
固
ま
る

の
で
は
な
く
、
他
の
大
学
と

の
連
携
を
大
切
に
し
て
い
る

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

京
大
病
院
の
病
棟
に
つ
い

て
は
、
新
し
く
で
き
た
積
貞

棟
は
渡
り
廊
下
が
な
く
、
地

下
道
を
通
る
し
か
な
い
の

で
、
な
か
な
か
大
変
な
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
お
か
げ
で
築
40
年
ほ
ど

の
南
西
病
棟
は
役
目
を
終
え

て
補
修
工
事
に
入
る
こ
と
が

で
き
る
そ
う
で
す
。
た
だ
、

同
じ
く
古
い
南
病
棟
は
予
算

が
下
り
な
い
こ
と
も
あ
っ
て

ま
だ
ま
だ
現
役
で
使
わ
れ
る

そ
う
で
す
。

　

最
後
に
坂
井
先
生
の
専
門

に
関
係
す
る
話
と
し
て
、
今

は
内
視
鏡
を
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠

隔
操
作
す
る
こ
と
で
手
術
す

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す

が
、
京
大
も
そ
ろ
そ
ろ
導
入

予
定
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ち

ゃ
ん
と
練
習
の
施
設
の
建
設

も
予
定
し
て
あ
る
そ
う
で

す
。

　

坂
井
先
生
へ
の
質
問
で

は
、
Ｍ
Ｄ

−

Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス

は
ど
の
く
ら
い
人
が
集
ま
っ

て
い
る
の
か
、
医
学
教
育
の

前
倒
し
で
一
般
教
養
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
い
な
い
か
、

京
都
大
学
は
偏
差
値
も
高
い

が
、
偏
差
値
の
エ
リ
ー
ト
ば

か
り
で
志
の
高
い
医
学
生
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
な
ど
と
い
う
質
問
と

い
う
よ
り
、
京
大
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
エ
ー
ル
の
よ
う
で

し
た
。

　

次
に
記
念
講
演
と
し
て
、

龍
谷
大
学
社
会
学
部
臨
床
福

祉
学
科
教
授
で
あ
る
村
井

龍
治
先
生
に
在
宅
介
護
に
関

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
団
塊
の
世
代
が
高
齢
者

に
な
り
、
価
値
が
多
様
化
し

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
要

求
さ
れ
る
な
か
、
サ
ー
ビ
ス

が
ば
ら
ば
ら
に
提
供
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
包
括
的
に
提

供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
自
助
、
互
助
、

共
助
の
役
割
分
担
の
確
立
や

医
療
、
介
護
、
福
祉
の
連
携

が
重
要
と
い
う
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
入
院
中
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
在

宅
介
護
に
お
い
て
も
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
抱
え
る
最
大

の
悩
み
が
主
治
医
と
の
連
携

の
と
り
に
く
さ
で
あ
り
、
医

療
と
福
祉
の
連
携
が
取
れ
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
現
状

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
部
屋
を
移
し
て
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先

生
方
も
ご
高
名
な
方
が
多
い

中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
、
学

生
に
も
積
極
的
に
話
し
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
折

田
先
生
の
話
や
、
坂
井
先
生

へ
の
質
問
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
先
生
方
一
人
ひ
と
り
が

母
校
の
現
状
を
真
剣
に
考
え

て
い
る
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

終
始
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
進
行
し
、
惜
し
ま

れ
な
が
ら
も
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。（
文
責
：
３
回
生

宗
宮
伸
弥
）

島根支部

研
究
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
睡
眠
障
害
が

関
連
し
て
い
る
こ
と
や
、
高

血
圧
の
原
因
の
一
つ
が
睡
眠

時
無
呼
吸
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
注
目
度
も
増

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

講
演
の
後
は
懇
親
会
へ
と

移
り
、
秦
公
平
先
生
の
乾
杯

の
音
頭
と
と
も
に
始
ま
り
ま

し
た
。
会
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
、
先
生
方
は
わ
れ

わ
れ
学
生
に
も
優
し
く
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

会
が
進
行
す
る
と
、
一
人
ず

つ
自
己
紹
介
す
る
と
い
う
こ

と
で
順
番
に
マ
イ
ク
が
回
さ

れ
、
島
根
医
療
の
現
状
に
つ

い
て
や
、
今
ま
で
の
自
分
の

医
師
と
し
て
の
半
生
に
つ
い

て
お
話
に
な
る
方
も
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
で
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
話
の
中
で
特
に
、

隠
岐
か
ら
松
江
市
内
の
病

院
に
患
者
を
搬
送
す
る
の

に
か
か
る
時
間
が
他
の
都

市
部
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
は
大
変
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
話
も
弾
む
中
で
宴

も
た
け
な
わ
と
な
り
、
会
は

惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
：
１
回
生　

真
辺
諄
）

脳
外
科
治
療
め
ぐ
り
講
演

　

平
成

22
年
12

月
4
日
（
土
）
公
立
豊
岡
病

院
組
合
立
豊
岡
病
院
研
修
講

堂
に
て
芝
蘭
会
近
畿
北
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
、
芝
蘭
会
会
員
の
み

な
ら
ず
一
般
の
方
に
も
開
放

さ
れ
た
会
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
初
め
に
、
京
都
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
整
形
外
科

学
助
教
授
の
吉
富
啓
之
先
生

座
長
の
も
と
、
京
都
大
学
大

【
近
畿
北
】

学
院
医
学
研
究
科
整
形
外
科

学
院
内
講
師
の
伊
藤
宣
先
生

が
「
骨
治
療
に
お
け
る
ケ
モ

カ
イ
ン
の
役
割
―
間
葉
系
幹

細
胞
の
遊
走
―
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
を
め

ぐ
る
現
状
と
関
節
リ
ウ
マ
チ

に
お
け
る
骨
関
節
の
問
題
点

を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
骨
治
癒
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
現
在
行
わ
れ
て

い
る
骨
治
癒
を
促
進
さ
せ
る

研
究
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
骨
治
癒
に
お
い
て
初

期
で
は
幹
細
胞
の
動
態
、
後

期
で
は
リ
モ
デ
リ
ン
グ
が
重

要
に
な
る
そ
う
で
す
。
次
に
、

公
立
豊
岡
病
院
組
合
立
豊
岡

病
院
脳
神
経
外
科
医
長
の
木

村
英
仁
先
生
座
長
の
も
と
、

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
脳
神
経
外
科
教
授
の
宮
本

享
先
生
が
「
脳
神
経
外
科
の

現
状
と
未
来
」
と
い
う
演
題

で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
の
三
大
死
因
で
あ
る
脳
卒

中
を
取
り
上
げ
て
実
際
の
手

術
の
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
脳
外
科
に
お
け

る
治
療
の
昔
と
今
、
困
難
な

部
分
な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ

り
、
滞
り
な
く
治
療
し
て
も

必
ず
期
待
で
き
る
結
果
に
な

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
強

調
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
講

演
終
了
後
、
場
所
を
移
し
て

総
会
・
懇
談
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
21
年
度
の

出
来
事
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
、
会
計
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
懇
談
会
は
、
丹
後
中
央

病
院
院
長
の
西
島
直
城
先
生

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
乾
杯
の

音
頭
は
丹
後
中
央
病
院
副
院

長
の
藤
田
眞
一
先
生
が
な
さ

い
ま
し
た
。
懇
談
会
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
先
生

方
は
我
々
学
生
に
も
や
さ
し

く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、

大
先
輩
方
の
学
生
時
代
の
こ

と
や
、
専
門
を
決
め
た
き
っ

か
け
、
近
畿
北
部
の
医
療
の

現
状
な
ど
、
非
常
に
為
に
な

る
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
会
が
進
行
す
る
と
、

集
ま
っ
た
先
生
方
が
一
人
ず

つ
挨
拶
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
順
番
に
マ
イ
ク
が
ま
わ
さ

れ
、
我
々
学
生
も
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
宴
も
た
け
な
わ
と
な

り
、
会
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら

も
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
の
意

を
も
っ
て
、
近
畿
北
支
部
総

会
・
懇
談
会
の
報
告
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
１
回
生  

森
山
太
陽
）
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芝
蘭
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編
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委
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会

委
員
長　

中
尾
一
和　

委　

員　

斎
藤
信
雄
、
岩
田 

征
良
、
豊
國
伸
哉
、
山
田
圭

介
、
園
部　

誠
、
阿
部　

恵

 

芝
蘭
会
雑
誌
部

顧　

問　

中
尾
一
和

部　

員　

尾
市
雄
輝
、
亀
井

純
（
以
上
6
回
生
）

植
木
一
仁
、
武
井
玲
生
仁
、

水
野
裕
基
、
福
永
有
伸
、
畑

玲
央
（
以
上
5
回
生
）

合
田
直
樹
、
福
田
宗
寛
、
勝

島
將
夫
（
以
上
4
回
生
）

橋
本
健
太
郎
、
中
村
有
輝
、

山
田
直
生
、
畑
野
翔
太
郎
、

前
田
峻
宏
、
宗
宮
伸
弥
、
柳

井
谷
駿
史
（
以
上
3
回
生
）

真
辺
諄
、
森
山
太
陽
、
鶴
田

将
史
（
１
回
生
） 

 

芝
蘭
会
事
務
局

事
務
局
長　

山
田　

均

総
務
課
長　

秋
山
和
美

管
理
課
長　

松
本　

悼

原 稿 募 集 平成 17 年 4 月からの「個人情報保護法」の全面施
行により、個人情報の取扱いに厳しい制約が課せら
れました。つきましては会員の連絡先等のお問い合
わせは、必要理由等を明記の上、郵便または FAX
により事務局までご送付ください。電話でのお問い
合わせにはお答え致しかねますのでご了承ください。

（FAX 075-752 -4015）

●事務局から●

西村　輝久	 （昭和 23 年卒）	 平成 22 年 10 月 27 日	 ご逝去
佐々木喜男	 （昭和 23 年薬卒）	 平成 22 年 6 月 25 日	 ご逝去
高田　　稔	 （昭和 24 年卒）	 平成 22 年 9 月 21 日	 ご逝去
木村　一雄	 （昭和 25 年専卒）	 平成 21 年 11 月 14 日	 ご逝去
中村　秀雄	 （昭和 25 年専卒）	 平成 22 年 9 月 3 日	 ご逝去
伊藤　昭二	 （昭和 26 年卒）	 平成 22 年 1 月 2 日	 ご逝去
神戸　達二	 （昭和 26 年卒）	 平成 22 年 2 月 22 日	 ご逝去
但馬　　浩	 （昭和 26 年卒）	 平成 22 年 10 月 16 日	 ご逝去
名波　登雄	 （昭和 26 年卒）	 平成 22 年 9 月 18 日	 ご逝去
久保田信孝	 （昭和 26 年専卒）	 平成 22 年 8 月 1 日	 ご逝去
大谷　藤郎	 （昭和 27 年卒）	 平成 22 年 12 月 7 日	 ご逝去
松下　隆一	 （昭和 27 年専卒）	 平成 15 年 6 月 25 日	 ご逝去
平川　千里	 （昭和 29 年卒）	 平成 22 年 11 月 8 日	 ご逝去
安立　良治	 （昭和 30 年卒）	 平成 22 年 3 月 29 日	 ご逝去

永井　亮二	 （昭和 9 年卒）	 平成 22 年 8 月 24 日	 ご逝去
井上　　章	 （昭和 13 年卒）	 平成 19 年 1 月 2 日	 ご逝去
志賀　久雄	 （昭和 15 年卒）		  ご逝去
森　　英男	 （昭和 16 年 3 月卒）	 平成 22 年 10 月 22 日	 ご逝去
千葉　良胤	 （昭和 16 年 12 月卒）	 平成 21 年 10 月 22 日	 ご逝去
山崎　　進	 （昭和 18 年専卒）	 平成 22 年 9 月 2 日	 ご逝去
菅原　　努	 （昭和 19 年卒）	 平成 22 年 10 月 1 日	 ご逝去
澤野　祐三	 （昭和 19 年専卒）	 平成 21 年 12 月 28 日	 ご逝去
池内　　彰	 （昭和 22 年卒）	 平成 22 年 11 月 30 日	 ご逝去
佐藤　　尭	 （昭和 22 年卒）	 平成 17 年 12 月	 ご逝去
佐野　　敏	 （昭和 22 年卒）	 平成 22 年 5 月 31 日	 ご逝去
松村　嘉男	 （昭和 22 年卒）	 平成 22 年 9 月 13 日	 ご逝去
安藤　真名	 （昭和 23 年卒）	 平成 22 年 7 月 12 日	 ご逝去
後藤　保郎	 （昭和 23 年卒）	 平成 20 年 11 月 1 日	 ご逝去

会 員 訃 報 謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

岡田　芳彦	 （昭和 30 年卒）	 平成 22 年 9 月 23 日	 ご逝去
龍田　憲和	 （昭和 30 年卒）	 平成 22 年 9 月 06 日	 ご逝去
奥田　　正	 （昭和 31 年卒）	 平成 21 年 2 月 13 日	 ご逝去
清水　俊丸	 （昭和 32 年卒）	 平成 21 年 11 月	 ご逝去
熊野　明夫	 （昭和 33 年卒）	 平成 22 年 5 月 8 日	 ご逝去
江崎研一郎	 （昭和 34 年卒）	 平成 22 年 5 月 27 日	 ご逝去
小沢　　勲	 （昭和 38 年卒）	 平成 20 年 11 月 19 日	 ご逝去
岩山　　馨	 （昭和 39 年卒）	 平成 22 年 1 月 6 日	 ご逝去
静田　　裕	 （昭和 39 年卒）	 平成 22 年 1 月	 ご逝去
井上　　誠	 （昭和 54 年卒）	 平成 19 年 8 月	 ご逝去
石山愛三郎	 （昭和 61 年卒）	 平成 21 年 9 月 7 日	 ご逝去
佐是　輝安	 （平成 13 年卒）	 平成 20 年 3 月	 ご逝去
緒方　哲郎	 （教室会員 口腔外科）	 平成 22 年 11 月 27 日	 ご逝去

人 事 異 動

H22.8.31	 大久保康則	 辞職	 感覚運動系外科学口腔外科学講師より
			   開業へ
			 
H22.9.1	 園部　純也	 昇任	 病院助教より
			   感覚運動系外科学口腔外科学講師へ

H22.9.30	 石川　隆之	 辞職	 内科学血液・腫瘍内科学講師より
			   神戸市立医療センター中央市民病院へ

H22.10.1	 門脇　則光	 昇任	 内科学血液・腫瘍内科学講師より
			   同准教授へ					   
						    
H22.10.1	 内藤　素子	 昇任	 病院助教より
			   感覚運動系外科学形成外科学講師へ			 
		
H22.10.31	 福永理己郎	 辞職	 分子生体統御学医化学准教授より
			   大阪薬科大学教授へ
								      
H22.11.1	 川端　　浩	 昇任	 病院助教より
			   内科学血液・腫瘍内科学講師へ			 
		
H22.11.1	 長嶋　一昭	 昇任	 病院助教より
			   内科学糖尿病・栄養内科学講師へ			 

H22.11.30	 青木　正博	 辞職	 生体制御医学遺伝薬理学准教授より			 
			   愛知県がんセンター研究所分子病態学部部長へ
						    
H22.11.30	 三國　信啓      辞職	 脳病態生理学脳神経外科学准教授より			
			   札幌医科大学脳神経外科教授へ	
						    
H22.12.1	 濱崎　洋子	 昇任       感染・免疫学免疫細胞生物学助教より
			   同准教授へ
					   
H22.12.1	 北山　仁志      採用	 特定研究員（グローバルＣＯＥ ) より
			   分子生体統御学分子腫瘍学准教授へ			 

H22.12.1	 阪井　宏彰      昇任	 病院助教より
			   器官外科学呼吸器外科学講師へ

H22.12.16	 山下　浩平	 昇任	 病院助教より
			   内科学血液・腫瘍内科学講師へ
		
H23.1.1	 園下　将大	 昇任	 助教より
			   生体統御医学遺伝薬理学講師へ	

H23.1.1	 伊藤　　宣	 昇任	 病院助教より
			   感覚運動系外科学整形外科学講師へ

発令年月日 氏　名 異動内容 発令年月日 氏　名 異動内容

芝蘭会報は、会員の皆様の情報交換・意見発表の場
であります。支部活動、クラス会、会員の著書の紹
介（自薦・他薦）及び医学・医療等に関するご意見
等を寄稿ください。なお、原稿の採用及び掲載時期
については、編集委員会で決めさせていただきます。

　　　　　　　　　　　芝蘭会報　編集委員会

　平成 17 年度より芝蘭会費の納入
方法として、「銀行口座等からの自
動引落し」を採用させていただいて
おります。会費納入のお手間が大幅
に省かれ、また、会費の二重払いの
防止にも繋がります。ぜひ、ご利用
いただきたくお願い申しあげます。

　手続き等については、
芝蘭会事務局

（ＴＥＬ ０７５-７５１-２７１３）
　までお問い合わせください。

芝蘭会費納入は
自動振替で
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■ 開館日・利用時間
月曜日から土曜日までの毎日　10:00 ～ 20:00

■ 休館日
日曜、祝日、年末年始（12 月 28 日～１月３日）、
創立記念日（６月 18 日）、その他臨時休館する日

■ 詳細
URL http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/tokyo-office

■ 所在地
京都大学東京オフィス：
〒 108-6027
東京都港区港南 2-15-1 品川インターシティ A 棟 27 階

■ お問合せ先
TEL 03-5479-2220（開館日の 10:00 ～ 19:30）
FAX 03-5479-2221
E-mail t-office@www.adm.kyoto-u.ac.jp

東京オフィス利用案内
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1940年代以前の「芝蘭会会報」

寄贈お願い、事務局で保管


